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「出産、育児、介護などに携わる教職員・学生にとって、何が実際に必要とされているか」
アンケート調査2005年度(2006年2月) ＠奈良女子大学

02

必要な子育て支援を立ち上げる

問題点

子どもの病気時、学校園の
行事、検診など、勤務との

調整が難しい

時間が足りない

大学内に子どもの
居場所が無い

休日出勤、時間外勤務が多いが、

時間外や休日に預かってもらえない

習い事の送迎が
できない



本当に必要な支援はなにか

学内で預かって
ほしい

本学の事情を
よく知った方に

見てほしい

利用料はあまり
高くないもの

休日や保育園の
降園後に預かって

ほしい

習い事の送迎を
してほしい

女性が働くことに
理解してくれる方
に見てほしい

これらの声に応え、
平成18年（2006年）子育て支援システムを創設
平成20年（2008年）春 「ならっこネット」運用開始

ならっこちゃん



①利用者が支援を依頼する

⑥支援当日、担当サポーターの
支援開始から終了までシステム
が管理
利用者は支援状況をWebで
確認できる

携帯電話
パソコン

共助サポーター
（専属サポーター）

利用者

本学が開発したWebシステム『Webならっこ』を介して、支援依頼・管理を行うことができます

②システムから登録された
サポーターに依頼連絡

③支援に行くことが
できるサポーター
が立候補

④立候補した
サポーターの
中から担当を
決定

支援を
担当します

⑤担当サポーターへ
決定の連絡

各ステップをならっこネットが管理
↓

支援の流れが滞った場合、システム
からスタッフに即座に連絡がなされ、
状況を確認することができる

ならっこネット
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内容 送迎または預り（宿泊を伴わない）

または、その両方

対象 満3ヶ月から小学6年生までの子ども

*希望者は中学3年生まで延長可

支援可能日時 土日祝日を含めた365日

7：30－22：00

支援場所 大学（ならっこルーム、研究室）

利用者宅、サポーター宅など

外出も可

支 援 内 容

ならっこルームでの預かり

利用者自宅での預かり

これら基本的なルールはあるものの、
利用者の希望をお聞きし、サポーターが了承すれば
可能な限り柔軟に対応しています。

小学校から習い事への送迎
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ならっこネットの特徴

信頼

・利用者の状況・本事業の趣旨をよく理解した

意欲的なサポーターによる支援

・専任サポーターが支援できない場合でも

代替サポーターにより支援を確実に遂行

安全
・Webならっこが支援状況を管理

不測の事態を迅速に把握

・早朝・夜間・週末でも、支援中はスタッフが

電話でサポート

・支援中の関係者に対する保険の加入

（大学が加入、個人の負担なし）

天災特約付き

迅速

・Webならっこの利用で、依頼がスピーディ

・24時間以内の急な依頼にも対応可能

サポーター
傷害保険

子ども
傷害保険

死亡 500万円 1000万円

後遺

障害

死亡保険金の

3％～100％

死亡保険金の

3％～100％

入院
日額

3,000円 2,000円

通院
日額

2,000円 1,000円

賠償責任保険

活動中に担当サポー
ターが監督・管理中の
不備により第三者の身
体または財物を損傷破
損させた場合

限度額 １億円
（免責なし）

示談代行サービスなし
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学会・シンポジウム・講演会・研究会、附属学校園などで
託児を行います。

ならっこルーム託児

附属幼稚園での託児

附属小学校での託児

学内や附属学校園だけでなく学外でも活躍！

2015年に神戸の国際学会にて、
託児をおこなったこともあります。

ならっこイベント
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ならっこネットでの支援 ならっこイベントでの託児

たくさんのおもちゃや本のほかに、

洗面台、冷蔵庫、電子レンジ、ポット、

CDラジカセ、100インチスクリーン、

空気清浄機、ホットカーペット、

小学生が勉強できる机、

防犯カメラ、 Wi-Fiなども

設置されています。

奈良女子大学預かり支援室 ならっこルーム
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子育て支援システムの講座

・通常（健康時）託児支援のための講習

サポーターとして活躍していただくための基本的な講習で、

保育の心得や子どもとの関わり方、託児支援の安全に関する

内容を中心に12時間あります。

・ブラッシュアップ講座

フォローアップのために、専門家を招いて、技術・知識の向上

のための研修です。

座学だけでなく実習もあり、これまで、保育施設での保育体験、

救命救急講習、嘔吐処理実習などをおこなってきました。

・サポーター勉強会

年により内容は変わりますが、活動報告や事業報告、

サポーター・利用者の交流会、意見交換 なども行ってきました。 9



子育て支援サポーターについて
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ならっこネット ならっこイベント

依頼件数 実施件数 依頼件数 実施件数

２０１９年度 ２００件 １７５件 ４５件 ３１件

利用実績

奈良女子大学での実績・成果

支援を実施していないものは

利用者からのキャンセルのみ！

支援を希望されながら成立しなかったことは

一度もありません！

大学が育児奨学金
・ポストドクター育児支援金を
授与してサポートしています。

学生・
ポストドクターの

利用者

今年度、これまで対象が小学
校3年生までのお子様をお持
ちの方であったのが、小学校
6年生まで拡大されました！
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新型コロナウイルス
感染症に対する

対応

新型コロナウイルス感染症拡大により、

支援活動について停止すべきかどうか検討

保育園などの預かりが停止されても、大学ではオンラインでの授業や会議などがあり

仕事を休めない利用者からは支援の継続を切望される

利用者とサポーター双方に感染リスクについて丁寧に十分に説明を行い

理解・了承された方から感染予防をしっかり行いながら、支援を継続

今年度1月末現在、 ならっこネット 依頼数 ２６１件、実施数 ２２８件

コロナ禍でも支援必要性は高い
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サポーターさんに来てもらって、

応援、サポートしてくれる、大きな助け。

頑張れば１人でできる時にも、来てもらうと

心の余裕が生まれて笑顔になれる。

良い循環。主婦のプロ。

子どもも親も視野が広がる。

利用されている方からの声

預かり時間や支援内容について、
とても柔軟に対応していただき、

スタッフの皆さまの細部にまでわたる
気配りに感謝しかありません。

学内をベビーカーやお子様の手をひいて
歩かれている方は女性だけでなく男性の姿も！

利用登録者も女性だけでなく男性の方も
増えています。

大学の中での敷地内で
預かってもらえるので

安心で時間を有効に使える
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15年間で環境は改善

ならっこ
ネット

ならっこ
ルーム

教育研究
支援員フィッティング

ルーム

ならっこ
イベント

講座・講演会
研修会

ワークライフ
バランス支援

相談室

留学生
対応

研究経費支援

子育て支援でこれからできること



病児・病後児保育 他大学や企業との連携

これらを今回の取組で解決

奈良から、関西から、元気を全国へ！

まだ対応できていなかったこと
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